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「
第
八
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

の
決
勝
開
催

▼
日
本
銀
行
で
は
、
昨
年
十
二
月
一
日
、

大
学
生
を
主
な
対
象
と
す
る
金
融
経
済
分

野
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

コ
ン
テ
ス
ト
「
第
八
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」
の
決
勝

を
本
店
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
回
に
引
続
き
今
回
の
テ
ー
マ
も
、「
わ

が
国
の
金
融
へ
の
提
言
」。
わ
が
国
の
金
融

に
関
す
る
課
題
の
指
摘
と
、
そ
れ
に
対
す

る
処
方
箋
の
提
案
を
競
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

▼
今
回
は
全
国
各
地
の
四
六
校
か
ら
過
去

最
高
と
な
る
一
三
六
編
の
論
文
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
一
次
審
査
（
書
類
審
査
）
の

結
果
、
五
チ
ー
ム
（
東
京
理
科
大
学
経
営

学
部
、
明
治
大
学
商
学
部
、
成
城
大
学
社

会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
部
、
慶
應
義
塾
大

学
経
済
学
部
、
専
修
大
学
商
学
部
〈
応
募

受
付
順
。
以
下
同
じ
〉）
が
決
勝
に
進
出
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
惜
し
く
も
決
勝
進
出
に
は
至
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
決
勝
進
出
チ
ー
ム
に

次
ぐ
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
九
チ
ー
ム（
同

志
社
大
学
、
東
京
理
科
大
学
、
香
川
大
学
、

名
古
屋
大
学
、
中
央
大
学
、
新
潟
大
学
、

東
北
学
院
大
学
、
東
京
経
済
大
学
、
東
京

大
学
）
が
「
佳
作
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
決
勝
当
日
は
、
決
勝
進
出
チ
ー
ム
が
そ

れ
ぞ
れ
一
五
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
後
、
審
査
員
か
ら
の
質
問
に

答
え
る
と
い
う
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
審
査
員
に
は
、
前
原
金
一
氏
（
経
済

同
友
会
副
代
表
幹
事
・
専
務
理
事
）、
永
沢

裕
美
子
氏（
フ
ォ
ス
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム〈
良

質
な
金
融
商
品
を
育
て
る
会
〉
事
務
局
長
）

を
お
招
き
し
た
ほ
か
、
日
本
銀
行
か
ら
西

村
淸
彦
副
総
裁
（
審
査
員
長
）、宮
尾
龍
蔵
、

石
田
浩
二
両
政
策
委
員
会
審
議
委
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

▼
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に

は
、
明
治
大
学
商
学
部
チ
ー
ム
の
「
起
業

ア
イ
デ
ア
の
新
た
な
コ
ン
テ
ス
ト
方
式 

～

Facebook

活
用
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
の
進

化
を
目
指
し
て
～
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ

ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
一
つ
で
あ
る
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
利
用
し
て
、
大
学
内
で
皆

が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
起
業

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
際
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
機
能
を
利

用
し
て
、
ア
イ
デ
ア
に
磨
き
を
掛
け
た
り
、

大
勢
の
評
価
を
集
約
す
る
こ
と
を
実
現
し

よ
う
と
い
う
提
言
で
す
。
審
査
員
か
ら
は
、

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
『
い
い
ね
！
』
ボ
タ

和やかな中にも審査員からするどい質問が投げ掛けられる

最優秀賞に輝いた明治大学商学部チームの皆さん

熱気あふれるプレゼンテーション
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ン
が
ど
れ
だ
け
押
さ
れ
た
か
で
コ
ン
テ
ス

ト
の
優
勝
者
を
決
定
す
る
仕
組
み
は
、
非

常
に
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
易
く
、
か
つ
実

現
可
能
性
も
高
い
と
思
わ
れ
る
」「
コ
メ
ン

ト
機
能
を
活
用
し
て
ア
イ
デ
ア
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
と
い
う
点
は
、

従
来
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
な
い
利
点
で
あ

る
」
な
ど
の
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
優
秀
賞
二
チ
ー
ム
、
敢
闘
賞
二

チ
ー
ム
を
、
次
の
通
り
選
出
し
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

●
明
治
大
学
・
商
学
部
チ
ー
ム

「
起
業
ア
イ
デ
ア
の
新
た
な
コ
ン
テ
ス
ト
方

式 

～F
acebook

活
用
に
よ
る
ア
イ
デ

ア
の
進
化
を
目
指
し
て
～
」

【
優
秀
賞
】

● 
成
城
大
学
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
部

チ
ー
ム

「
ネ
ッ
ト
と
リ
ア
ル
の
つ
な
が
り
金
融
～
Ｉ

Ｔ
と
人
的
サ
ポ
ー
ト
を
融
合
し
た
二
一
世

紀
型
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
～
」

●
専
修
大
学
商
学
部
チ
ー
ム

「
高
齢
者
向
け
金
融
教
育
チ
ー
ム
『
出
張
知

る
ぽ
る
と
号
』
～
プ
ロ
ボ
ノ
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
二
人
三
脚
～
」

【
敢
闘
賞
】

●
東
京
理
科
大
学
経
営
学
部
チ
ー
ム

「
宝
く
じ
型
フ
ァ
ン
ド
～
『
感
情
』
か
ら
始

ま
る
社
会
へ
の
貢
献
～
」

●
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
チ
ー
ム

「
伝
統
文
化
を
活
か
し
た
長
期
投
資
の
し
く

み
～
海
外
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
を
対
象
と
し

た
日
本
庭
園
フ
ァ
ン
ド
設
立
の
提
案
～
」

▼
審
査
終
了
後
、
審
査
員
か
ら
、「
今
回
の

応
募
作
品
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
や
電
子
マ
ネ
ー
と

い
っ
た
Ｉ
Ｔ
新
技
術
の
活
用
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
と
い
っ
た
話
題
性
に
富
む
テ
ー
マ
も
目

立
ち
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
広
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
提
言
の
深
み
と
い
う
点
で
も
年
々

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
」

「
特
に
、
こ
の
場
に
臨
ん
だ
五
チ
ー
ム
の
提

言
で
は
、
わ
が
国
の
金
融
に
関
し
て
明
確

な
問
題
意
識
を
抱
き
、
問
題
や
状
況
を
的

確
に
理
解
し
た
上
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
実
務
家
へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行

っ
て
い
た
。
頭
で
っ
か
ち
に
な
り
過
ぎ
ず
、

地
に
足
の
着
い
た
視
点
か
ら
、
学
生
ら
し

い
提
言
に
結
び
つ
け
て
い
る
点
は
、
高
く

評
価
で
き
る
」
と
の
総
評
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
に
つ
い
て
は
、
日
本

銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
専
用
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
、
概
要
、
決
勝
参
加
チ
ー
ム
の
作

品
全
文
お
よ
び
審
査
員
講
評
等
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

過
去
の
決
勝
大
会
の
模
様
等
を
収
録
し
た

動
画
（
約
四
分
間
）
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.boj.or.jp/announce

m
ents/nichigin_gp/index.htm

/

▼
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
～
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
の
提
言
～
」
は
、
来
年
度
も
開
催
す
る

予
定
で
す
。
全
国
各
地
で
一
人
で
も
多
く

の
学
生
の
方
々
が
、
若
者
ら
し
い
問
題
意

識
に
基
づ
き
、
自
ら
主
体
的
に
調
べ
、
考

え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
金
融
面
の
課
題
に

挑
戦
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
し
て
い
ま
す
。

決
勝
進
出
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
・
審
査
員
を
囲
ん
で

審
査
員
長
（
西
村
副
総
裁
）
の
講
評
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貨
幣
博
物
館
企
画
展

お
か
ね
道
中
記
―
旅
で
使
う
貨
幣
―

を
開
催
し
て
い
ま
す

五
月
十
二
日
ま
で

▼
古
都
観
光
の
た
め
東
京
駅
か
ら
新
幹
線

で
京
都
へ
（
一
三
〇
〇
〇
円
）。
昼
食
湯

豆
腐
（
二
〇
〇
〇
円
）、
お
土
産
京
銘
菓

（
六
〇
〇
円
）、宿
泊
代（
六
〇
〇
〇
円
）、…
。

そ
ん
な
旅
の
記
録
を
書
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

東
海
道
の
起
点
・
日
本
橋
を
出
発
し
て

伊
勢
参
詣
、
足
を
延
ば
し
て
京
都
、
金

比
羅
巡
り
。
わ
ら
じ
一
二
文
、
安
倍
川
餅

二
五
文
、
大
井
川
渡
し
三
二
〇
文
、
宿
泊

代
二
〇
〇
文
、
…
。
江
戸
時
代
の
旅
人
も

道
中
の
支
払
い
な
ど
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

古
代
に
国
家
が
銭
貨
を
発
行
し
て
以
降
、

貨
幣
制
度
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
旅

に
お
け
る
お
金
の
使
わ
れ
方
も
変
化
し
て

き
ま
し
た
。

　

本
企
画
展
で
は
、
当
館
で
所
蔵
す
る
貨

幣
や
旅
に
関
す
る
古
文
書
、
絵
画
な
ど
に

よ
り
、
古
代
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
旅
で
、

お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
か
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

<

会
期
中
の
開
館
時
間
等>

【
開
館
時
間
】

　
　

九
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分

　
　
（
入
館
は
十
六
時
ま
で
）
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■本号が皆さんのお手許に届くのは春爛
らんまん

漫の頃であるが、
今、厳冬の最中にこの文章を書いている。先日、東京では
珍しく、まとまった規模の積雪があった。あいにく、イン
フルエンザの高熱にうなされていたため、雪だるまなどの
芸術作品を作ることも叶わなかった。いつにも増して、春
が待ち遠しい思いがした。 （鮎瀬）
■「君よ、勝

かつ

田
た

の風になれ」。前号で取材した茨城県ひた
ちなか市の玄関口、勝田駅で目にした第 61 回勝田全国マ
ラソンのポスターである。その場で衝動的に参加を申込んだ。
　春まだ遠い 1 月下旬、再訪したひたちなかでは市民の
温かさが身に沁みた。どこまでも続く沿道の応援。行く先々
で大勢の老若男女が、声援とともに飴、バナナ、チョコレ
ートなどを手渡してくれる。炊き出しをふるまう町内会や
飲物を提供する企業もあった。
　練習不足がたたって「30 キロの壁」を前にして脚が止
まり、疲

ひ

労
ろう

困
こん

憊
ぱい

で初マラソンのゴールに辿りついた。痛み
と疲れで挫けそうになる心を支えてくれたのは、何千回何
万回と繰り返された「がんばれ！」の温かい声だった。（ＴＯ）
■今回で８回目をむかえた日銀グランプリ。今年も全国各
地の学生さんから、甲乙つけがたい力作ぞろいの論文が寄
せられました。決勝当日の会場は、審査員の方々の様々な
質問に応戦する学生さんの熱気で溢れていました。そんな
熱い姿を見ながら、学生さんの提言が、そう遠くない未来
に実現されることを期待せずにはいられませんでした。日
銀グランプリは、来年度も開催する予定です。チャレンジ
精神旺盛な学生さんの挑戦をお待ちしています！ （ＫＡ） 

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽支店金
融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、郵送はお取り
扱いしておりませんのでご了承ください。なお、既刊号全文を PDF ファ
イル形式で日本銀行ホームページ上に掲載していますのでご利用ください。

（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_nichigin/index.
htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映してい
るものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関する公式見解
等については、日本銀行ホームページ（http://www.boj.or.jp/）
をご覧ください。

編 集 後 記

【
休
館
日
】

　
　

月
曜
日
、
祝
日

　
　
（
た
だ
し
土
曜
日
・
日
曜
日
と
重
な
る

　
　

場
合
は
開
館
）

【
入
館
料
】

       

無　

料

【
所
在
地
】

　
　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町

　
　

一
―
三
―
一
（
日
本
銀
行
分
館
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

〇
三
―
三
二
七
七
―
三
〇
三
七

※
最
新
の
開
館
情
報
は
貨
幣
博
物
館
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.im

es.boj.or.jp/cm
/

「銭
ぜに

刀
がたな

」盗難を避けるためお金を隠して旅をした


